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1.はじめに 

 深層崩壊発生の恐れのある斜面を事前に抽出し

ておくことは重要であり，これまで深層崩壊危険箇

所の抽出手法の１つとして深層崩壊危険箇所付近

の渓流水や湧水が流域内では相対的に電気伝導度

（EC）が高くなるという研究事例がある 1)-5).一方，

EC は降雨の影響を受けて低下することも考えられ

るため，いつ・どのタイミングで観測すれば降雨の

影響などを受けずに精度よく観測できるかを研究

した事例は少ない．そこで本研究は深層崩壊危険箇

所から湧出する湧水と，その湧水が流入する河川の

EC の比に着目し，最適な EC の調査日を決定する

手法について検討を行った． 
 

2.調査箇所の概要 

2.1 調査地の概要 

和歌山県内で深層崩壊の発生頻度が高いとされ

る地質及び地形の範囲 6)において，LP データなど地

形図から地形判読で岩盤クリープ斜面の抽出を行

い，現地調査により湧水が存在する箇所を調査箇所

として選定した.調査箇所（図-1）の右会津川流域

は明治 22 年に深層崩壊に伴う河道閉塞及び決壊し

て甚大な被害が発生した箇所で，地質は牟婁層群の

付加体と呼ばれる堆積岩地域となっている.本川左

岸の深層崩壊跡地に隣接して岩盤クリープ斜面が 2
箇所あり，その一方の斜面基部から周辺の河川や渓

流水より EC 値が相対的に高い湧水が湧出している

（図-2）． 

2.2 調査手法 

 湧水や本川の EC 値・流量を次の方法で調査を行った.①季節変化や降雨による影響を調べるため，ロガー付水質

計を設置して継続的に観測する．②水質計は湧水箇所や本川の湧水合流部に設置する．③湧水流量を湧水流出箇所

にロガー付水位計を設置して観測する．既往研究 4)では降雨の少ない冬期の方が本川と湧水の EC に差が出やすい

が，降雨後の影響を調査する必要があるため出水期に特に着目した． 
 

3.湧水と河川の EC 観測結果 

3.1 EC の継続観測結果 

 1年以上継続して観測した湧水と河川のEC値の変化を図-3に示す．湧水のEC値は本川のEC値の約 2倍と高く，

降雨時に雨水の影響を受けて低下する以外は 1 年を通して概ね一定である．河川の EC 値も湧水と同じ傾向である

が，EC が上昇している期間（4～5 月，8 月など）も見られた． 

3.2 EC の降雨の影響による変化 

 湧水と河川の日平均 EC 値から EC 変化率（1 日前の EC 値との比率）の比較を行った（図-3）.日雨量 100mm 程

度の降雨後では湧水の EC 値が降雨前の約 80％まで低下するのと比較し,河川の EC 値は降雨前の約 5～60％まで低

下した．そのほかの降雨でも湧水の EC 値の変化率は河川 EC 値の変化率より小さいことから，湧水は河川より降

図-1 調査箇所図 
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雨の影響を受けにくいと考えられる. 

3.3 湧水と河川の EC 比の変化 

 湧水と河川の EC は降雨の影響で低下するため，その比 r（=湧水 EC 値／河川 EC 値）も降雨の影響を受けて変化

する.r は無降雨時や降雨量が少ないときには一定の値で安定している（図-4）.降雨時の EC は湧水より河川の方が

より影響を受けやすいことから r は上昇し,一定の期間経過すると降雨前の値まで戻っている. 調査箇所の r は 1.5
～2 程度であり,まとまった降雨で r が変化してもおおよそ 2～5 日後にもとの値に戻ることがわかった. 

3.4 湧水 EC と湧水量の関係 

湧水 EC と湧水量の関係を図-5に示す.湧水 EC と湧水量には負の相関があり,また，降雨時には湧水量が増える. 
2 回観測した湧水の六フッ化硫黄濃度から湧水の地下滞留年数は 7～9 年と推定され,湧水は地下深く長い年月を掛

けて流下しているため，降雨時に湧水量が増えることや湧水 EC が低下する原因の一つとして表面流の流入が考え

られる. 

 

4.まとめ 

観測結果より，湧水の EC は降雨後には周辺流域と比較して相対的に高くなるが,降雨の影響で通常時より低下す

ることから精度良く観測するためには不適であることがわかった.また，危険斜面を抽出するための EC 計測のタイ

ミングとして湧水と河川の比の変化を見ることは，降雨の影響を避けて精度よく観測できる可能性があることがわ

かった.今後は雨水の湧水や地下水への影響についてタンクモデルを用いて解析を行い，その関係を明らかにしてい

きたい. 
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図-3 上図：EC と雨量,r（湧水 EC と河川 EC の日）の関係  下図：湧水と河川日平均 EC の前日／当日比の関係 
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図-4 図-3   中の拡大図（降雨と r が降雨前の値まで戻る日数） 
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図-5 湧水 EC と湧水量の関係 
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